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要　旨
中国語の「数」に係わる二つの接辞 “們 ”と “第 ”はともに使用頻度の極めて高い語彙項目であるが，
その機能については，おびただしい考察がある接尾辞 “們 ” でさえ諸説入りまじり定説がない一方で，
接頭辞 “第 ” についてはほとんど議論されていない現状がある。本稿では，軽読の接尾辞群の機能対
立の中で “們 ” が文法的接尾辞に属すことを実証した後に，数詞「1」の変調規則を基準にして，基
数詞，序数詞，そして個数詞の 3カテゴリーの対立を実証する。あわせて，形態分析における音韻手
段の優先性を証明する。
キーワード：接尾辞 “們 ”，接頭辞 “第 ”，数詞「1」，軽読，変調
1．はじめに
中国語の接辞 “們 ” と “ 第 ” は高頻度単語のトップ 100 語にはいり，「数」を表す点で両者は共通
している。これまでの接辞研究を見ると，接尾辞 “們 ” に関する文献はすこぶる多いのに対して，接
頭辞 “ 第 ” を取り上げた研究はほとんどない。また，よく議論される接尾辞 “ 們 ” であるが，「数」
の文法範疇の中で確固とした位置づけが与えられている訳でもない。
本稿では，まず数詞を始め「数」に係わる接辞の使用状況を，各種の言語統計結果をもとに概観す















小中高の国語の教科書をコーパスにした常用字と常用語の調査 1）と，それをも含んだ 180 万字の
コーパスの調査結果 2）を利用して，漢字の使用頻度上位 10 字を見ると，以下の通りである。
表 1　小中高の国語の教科書　　漢字頻度表
順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
漢字 的 一 了 是 我 不 在 人 們 有
表 2　180 万字コーパス　　漢字頻度表
順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
漢字 的 一 了 是 不 我 在 有 人 這





一）の中に，数詞 “一 ” がランクインしている事実である。
表 3　180 万字コーパス　　漢字造語力分析
順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
漢字 子 不 大 心 人 一 頭 気 無 水
小中高の国語の教科書をコーパスにした統計では，さらに踏み込んだ調査結果を発表している。表 1
の使用頻度上位 10 字の造語力について，同時に実施した常用語上位 1000 語の構造に着目して，単
音節語を構成するのか，多音節語の先頭・語中・語末のどの位置に現れるのかをリストにしている。
表 4　小中高の国語の教科書　　漢字の造語力と位置との関係
順位 漢字 組合せ数 単音節語
多音節語
先頭 語中 語末
1 的 3 1 2
2 一 16 2 14
3 了 3 2 1
4 我 2 1 1
5 是 9 1 8
6 在 6 3 3
2 音韻特性から見た「数」に係わる接辞と量詞の機能対立
7 不 6 1 5
8 們 9 1 8
9 人 12 1 5 6
10 有 8 1 4 3
これから判ることは，数詞 “一 ” と否定詞 “不 ” は，単独で語となる外，多音節語の先頭に生起する







順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
漢字 人 大 不 一 出 中 上 国 会 年
180 万字のコーパスの漢字造語能力との共通点は，“人 ”“ 大 ”“ 不 ”“ 一 ” の 4 字が，新聞でも上位 4
字としてランクインしている点である。変調をともなう否定詞 “不 ” と数詞 “一 ” が高頻度語句の構
成に使用されている実態は，形態研究における音韻分析の必要性を支持する事象であるといえる。
3．軽読する接尾辞 “們 ” と接尾辞群の機能対立
3.1　接尾辞 “們 ” の先行研究
接辞研究の中では，“們 ” に関する学術論文の多さと肩を並べる語彙項目はないと言っても過言で
はない。それほど “們 ” の先行研究が多い背景には，比較的新しい用法であって，漢語本来の語では
なく，征服王朝である元朝の時代にモンゴル語との言語接触の中で，漢語に次第に浸透してきた由来 4）
が大いに関係している。
CHAO1968 では，名詞接尾辞の一つで，複数接尾辞と称される “們 ” に音声上三種類の軽読形式 5）
があると指摘している（-men，-me，-m）。
CHAO1968 の丁邦新の翻訳では，複数の語尾（‘ 詞尾 ’）6）と記述している。
≪新華字典≫第 10 版 2004 も，語尾（‘ 詞尾 ’）7）で，人の複数を表すと記述。
≪八百詞≫ 1980 では，接尾辞で代名詞や人名詞の後ろに用いて，多数を表す 8）と記述している。




















語形成の接尾辞 “者 ” や “ 家 ” は語根に近く配置され，文法的接尾辞である “們 ” は最後尾に付加さ
れる。PACKARD2000 では中国語の単語のタイプを 4種類 10）に分類することを提案している。　
　 複合語＝二つの語根から成る語。例えば，“傜路 ”など。
　拘束形態素語根語＝語根／拘束形態素語根＋拘束形態素語根。例えば，“⭥㝁 ”“ 出版 ” など。
　派生語＝拘束形態素語根／語根＋語形成接尾辞。例えば，“房子 ”“⭥化 ”など。
　文法的単語＝語＋文法的接尾辞。例えば，“走了 ”“ 我Ԝ ”“ 走不䘋 ”“䘋得出 ”など。
文法的接尾辞が語の後ろに付加される点を指摘して，文法的に内部屈折をおこした語形式を区別した
点が新しい。
3.3　接尾辞 “們 ” の機能
大河内 1997 に興味深い例 11）が紹介されている。
（4）有几个年䖫娃Ԝ








例（6）bは，既知の学生の不特定多数という意味である。中川 1985 では，総括の範囲副詞 “都 ” の
先行詞の分析から，特定複数（三人の学生）と不特定複数（多くの人々）を区別し，不特定複数は類
の和集合の意味を表す 12）と結論している。
4．接頭辞 “第 ” と数詞「1」の変調
4.1　序数詞の認定
各種言語統計での接頭辞 “第 ” の単語としての処理方法には，大きな違いがみられる。1980 年代
後半に北京語言学院語言教学研究所が実施した『現代漢語頻率詞典』（1986 年出版）では，数詞を含
む 2 音節単語の中に，“ 第一 ”“ 第二 ”“ 第三 ” などは含まれていなかった。接頭辞 “ 第 ” と数詞
“一 ”“ 二 ”“ 三 ” とに分節されていた。一方，2005 年以来毎年実施されている国家語言資源監測・研
究センターの『新聞，ラジオテレビ，インターネット用字用語調査』では，2音節単語の範囲を大幅
に拡大してコーパスを分節している。例えば，“一箇”“一些”“一点”“一下”；“這箇”“這些”“這種”“這
次 ”“ 這䪦 ”；“ 其中 ”“ 有些 ”“ 之一 ” などとともに，“第一 ”“ 第二 ”“ 第三 ”“ 第四 ” も語として分節し
序数詞として位置づけられ，基数詞と区別するようになっている。
4.2　数詞「1」の変調の有無から見た 2種類の構造
2 音節語の “第一 ”と “一箇 ”であるが，この二つの “一 ”は読み方が異なる。もっと正確に言うと，
異なる声調で読まれる。前者は第一声（陰平）の yi1 であり，後者は変調して第二声（陽平）の yi2
となる。原因はその位置にある。2音節語の語末に位置する“一 ”は変調せずに基本の第一声をたもっ
ている。2音節語の先頭に位置する “一 ” は後続の量詞 “箇 ” の声調が第四声（去声）であるために，
第二声（陽平）に変調する規則がある。両者は構造の上で異なるだけでなく，「数」のカテゴリーの
上でも対立している。前者は序数を表し，後者は物の数（個数）を表している。数詞「2」の場合には，
序数と個数の対立は語形の選択となって標示される。すなわち，序数は “二 ” を用い，一般量詞の前
では “兩 ” を用いて，“第二 ”と “ 兩箇 ”と表示する 13）。語形選択は発音の違いをともなう。
数詞「2」における “二 ” と “ 兩 ” の語形選択は周知の事実である。ところが，同じ文法範疇であ
りながら，数詞「1」における変調の有無 14）については，ほとんど記述される事がないのである。
4.3　接頭辞 “第 ” と構造
接頭辞 “第 ” の機能に関する先行研究は，接尾辞 “們 ” のような錯綜はなく，順序を表す点で一致
している。
CHAO1968    　　序数をつくる接頭辞。
≪八百詞≫ 1980　整数の前に加えて，順序をあらわす。





（一）作 “用第二把刀的人 ”䇢，就是离心的 ,
（二）要是䇔Ѫ “ 刀 ” 比௫ “ 厨ᐸ ”，就是向心的。
䬟一个看法好，就得看䘉个䇽㓴的成分在⧠在䇘䇪的䈝类里出⧠的仁率。








接頭辞 “第 ” を含む数量構造では，まず “第 ” と数詞 “二 ”“ 一 ” とが結合して序数詞 “第二 ”“ 第一 ”
を構成した後に，量詞 “把 ”“ 个 ” と結び付き，その上で名詞 “刀 ”“ 看法 ” と結びついた左枝分かれ
構造である。もう一方の “䬟一个看法 ”では，まず数詞 “一 ” と量詞 “ 个 ” が結び付き，個数を表す






接頭辞 “第 ” は数詞（あるいは整数）の前に用いて序数詞を構成したのちに，序数詞が量詞と結合し
て名詞を限定するため，数詞「1」には変調は発生しないのである。一方，指示詞 “䘉 ”“ 那 ” や名詞










数詞「1」の前に接頭辞 “第 ” を加えて，数詞「1」は基本の声調である第一声（陰平）で発音する。
（9） 因Ѫ你是第一个不䰞价䫡就接受我帮助的人。（速成漢語テキスト③：247 頁） 
と言うのは，あなたが値段を尋ねずに私の援助を受け入れてくれた最初の人だからです。
（10） uai ueiѪ中响三合元音，第一与第三个元音䖫而短。 
（速成漢語テキスト①：247 頁） 
uai uei は真ん中が響く三重母音であり，第一と第三の母音は軽くかつ短い。












4.5　接頭辞 “第 ” の機能
PACKARD2000 では接頭辞 “ 第 ” を語形成接辞 16）と規定して，“ 非 ”“ 可 ”“ 未 ”“ 無 ” “ 再 ” など
の接頭辞と同類に分類している。しかし，「数」の文法範疇に係わる接頭辞 “ 第 ” は，接尾辞 “ 們 ”























4.7　接頭辞 “第 ” の使用制限
≪速成漢語③≫によると，偶然性事実の序数標示には接頭辞 “第 ” を用いて，恒常的事実である暦
や人の長幼には独自の伝統的な序数標示が存在するという。さらに，接頭辞 “第 ” を用いても用いな
くてもよいのは，事物の序数と組織の序数であり，書面語や改まったスピーチの際にのみ “第 ” が使
用される 18）としている。例えば，“第五中学 ”，“ 第三研究室 ”は書面語であり，日常の会話では “五






めて少ない。例えば，ロシア語の形態変化を踏まえた呂香雲 1985 では，中国語の語彙‐文法手段 19）
として最も主要なものは虚詞と語順であると位置づけた上で，そのほかに，停頓と重読，重畳，拘束

























 1） 十年制の小中高で 1978-1980 年に出版された国語の教科書全 20 冊で使用されていた漢字はのべ 520,934 字，
単語はのべ 374,654 語である。
 2） 4 分野（社会科学，自然科学，日常会話，文学作品）から選んだ 179 種のコーパスで使用されていた漢字は
のべ 1,808,114 字，単語は 374,654 語である。
 3） 2005 年の調査で使用した 15 種類の新聞で使用されていた漢字はのべ 425,789,961 字，13 テレビ局と 8ラジ
オ局の文字と有声コーパスで使用されていた漢字はのべ 25,845,303 字，ネット上のサイトの記事で使用され
ていた漢字はのべ 280,507,746 字である。
 4） 例えば，ᆉ䭑信 1990 の論考などによる。
 5） CHAO1968:244 頁。
 6） 丁邦新訳 2002：730 頁。
 7） ≪新華字典≫第 10 版 2004：330 頁。
 8） ≪八百詞≫ 1980：342 頁。
 9） 朱德熙 1982：42 頁。
10） PACKARD2000：81 頁。
11） 大河内康憲 1997：84 頁。
12） 中川千枝子 1985：142 頁～。
13） ≪八百詞≫ 1980：326 － 327 頁。
14） ≪八百詞≫ 1980：526 － 527 頁の数詞 “一 ” の項目に，変調に関する記述はない。
9音韻特性から見た「数」に係わる接辞と量詞の機能対立
15） CHAO1968：218 頁には “頭一 ” is always bound，whereas “ 第一 ” is  free. との記述があるが，数詞 “一 ”
の変調に関する言及がなく，両者の構造の違いには気付いておらず，序数の接頭辞 “第 ” と，個数の数量詞
を修飾する名詞 “頭 ” の機能の相違を見逃している。
16） PACKARD2000：174 頁。
17） ≪八百詞≫ 1980：8 － 9頁の量詞の種類の中に，自主量詞という種類を設けている。
18） ≪速成漢語初級教程　総合課本③≫ 2002：128 － 130 頁。
19） 呂香雲 1985：274 － 279 頁。
20） KAISSE1985：170 － 178 頁。
21） 符淮青 2004：249 － 250 頁。
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This paper aims to demonstrate the three categories of Chinese number expressions based on the 
tone sandhi of numeral “yi”（1）.  This paper provides a compact discussion of the linguistic nature of 
Chinese affixes focused on two items “-men” and ”di-”.  It shows that Chinese has a set of 
morphophonological system for its number category.
Keywords : suffix “-men”, prefix “di-”, numeral “1”, neutral tone, tone sandhi
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